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目標の進捗状況報告書
　　　（２０１３年度・大学）

　 　

対象部局

大項目

中項目
小項目

小項目

小項目
要素

2009 2010 2011 2012 2013

→各研究プロジェクトの定例研究
会のうち公開型を２回以上開催す
る。終了後１年以内に研究成果の
公刊。

Ａ Ａ Ｂ Ｂ
 

→プロジェクトは国際性か社会連
携性のあるテーマ設定とそれにふ
さわしいメンバー（学外者を必
須）を編成。

Ａ Ａ Ａ Ａ

→産業研究所の運営するＥＵＩＪ
関西シンポジウム、日中経済シン
ポジウムを毎年各１回以上開催。

Ａ Ａ Ａ Ａ
 

→学外公開型講演会・セミナーを
年１０回以上開催。東京での講演
会を毎年開催し、首都圏での学術
情報発信を行う。

Ｂ Ａ Ａ Ｂ
 

→データベースに、毎年８千件以
上の論文記事データの追加入力。 Ａ Ａ Ａ Ａ

 

 ☆

左記目標の「指標」 2009 2010 2011 2012 2013

→ 　 　 　 　 　

→ 　 　 　 　 　 　

　

Ⅱ．目標の進捗状況評価と進捗状況報告（2013.4.30現在の進捗状況報告）
　《進捗状況評価》

0.0.3 大学・学部・研究科等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか。

　　Ａ　：　目標実現のための計画や方策などを適切に実行し、目標を達成している。もしくはほぼ達成している。
　　Ｂ　：　目標実現のための計画や方策などを概ね適切に実行しているが、まだ目標は達成していない。
　　Ｃ　：　目標実現のための計画や方策などを実行しているが十分ではなく、目標は達成していない。達成にはまだしばらく時間がかかる。
　　Ｄ　：　目標実現のための計画や方策などを実行していない。当然目標は達成していない。

５．経済・産業学術情報データベースを維持・更新して、研究者、学生
に利用（検索）提供し、研究活動に寄与する。

　

進捗状況評価

１．学内教員を核とした共同研究を常時３プロジェクト設置し、加えて
毎年臨時的プロジェクトを１つ以上運営する。

２．常時運営する３つの共同研究のテーマは、いずれも国際性、あるい
は地域連携と結びついた内容とする。

本項目において、2009年度～2013年度の中期的な「目標」と「指標」を次のとおり設定し、毎年度進捗状況の自己評価を行っている。
進捗状況評価はA､B､C､Dの4段階とし、2013年4月30日現在における目標の達成度評価(2013年度の達成に対してどこまで進んだかの評価)を行っ
た。 A､B､C､D評価は目安として次のようなものである。

2010年度以降に設定した「目標」

３．ＥＵインスティテユート関西事業、ＥＵ情報センター活動、および
日中経済シンポジウムを毎年運営する。

４．産業研究所の共同研究活動の成果は、毎年出版物として公刊するの
みでなく、講演会で教育活動や社会に還元する。

2009年度に設定した「目標」

0.0.1 大学・学部・研究科等の理念・目的は、適切に設定されているか。

構成員に対する周知方法と有効性

Ⅰ．評価項目・要素と担当部局
本シートの自己点検・評価を行う部局と項目・要素は次のとおりである。

要素
社会への公表方法

左記目標の「指標」

個性化への対応

担当部局は　　　　　　　　☆印の箇所を記入してください。

要素

0.0.2 大学・学部・研究科等の理念・目的が、大学構成員（教職員および学生）に周知され、社会に公表されているか。

理念・目的の明確化

実績や資源からみた理念・目的の適切性

産業研究所

0 理念・目的
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　《進捗状況》　☆

目標の進捗状況について次のとおり簡単に説明する。

目標１

目標２

目標３

目標４

目標５

備考

前年度共同研究「アジアにおける市場性と産業競争力」は『アジアにおける市場性と産業競争力』として2013年１月に刊行。また、
本年度は、①「日本の国際開発援助事業」、②「公共インフラの整備と地域振興政策の推進」、③「生産性の現代的意義」を実施、
①の成果は2013年度秋ごろ刊行予定。③の成果は公開型の研究会として商・経学部開講科目として学生の参加を得た。

①「日本の国際開発援助事業」(代表：鷲尾)は、黒田篤郎（JICA）、石田正美（JETORO）らを、②「公共インフラの整備と地域振興
政策の推進」（代表：長峯）は、林　亮輔（鹿児島大）、林田吉恵（島根県立大）らを、③「生産性の現代的意義」（代表：梶浦）
は甲斐野眞次（パナソニック㈱）、澤静治（ダイキン工業㈱）、辻本健二（㈶関西生産性本部）らを迎えて研究活動を行った。

『新関西国際空港キックオフシンポジウム「アジア交流・新時代の到来」』（2012年６月13日)、『ＥＵＩＪ関西国際シンポジウム
「日欧の高齢化社会を考える －活力のある高齢化社会とは－社会的側面と経済への挑戦－」』(2012年10月11日）等を開催。なお、
２０１２年２月に開催された日中経済シンポジウムに関しては報告書を作成した。

2012年度は10,819件の論文記事データを追加入力・更新した。学内教員に記事データにもとづくレビュー記事執筆を依頼しホーム
ページでの発信も実施。また、来室する学生・研究者の利用環境を改善するため検索用端末を入れ替えた。

①ＥＵＩＪ関西セミナーを実施(2013年２月25日･東京丸の内キャンパス）Kazimierz Gorka氏(クラクフ経済大学教授)「ＥＵとポーラ
ンドにおける環境政策の経済的手法」、②駐日欧州連合(ＥＵ)代表部（東京）へ関学生８名が訪問（2013年２月19日）、などを実施
した。

2/2


	Sheet1

